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B

①
西
京
京
都
。

西
京
城
比
錦
官
雄

呉
織
何
如
漢
織
工

菊
葉
葵
枝
盤
大
緑

飛
魚
天
馬
族
慎
紅

巻
十
）
に
「
暁
に
紅
の
湿
う
処
を
看
れ
ば
、
花
は
重
か
ら
ん
錦
官
城
」
と
あ
る
。

呉
織
・
漢
織
は
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
機
織
り
の
技
術

あ

ち

の

お

み

つ

か

の

お

み

を
も
つ
エ
女
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
応
神
天
皇
三
十
七
（
三

0
六
）
年
春
二
月
に
「
戊
午
の
朔
に
阿
知
使
主
、
都
加
使
主
を
呉
に
遣
わ
し
、
縫
工
女
を

求
め
し
む
。
…
…
呉
王
是
に
於
い
て
エ
女
兄
媛
、
弟
媛
、
呉
織
、
穴
織
の
四
婦
女
を
与
う
」
と
あ
る
。
ま
た
雄
略
天
皇
十
四
（
四
七
0

)

年
に
は
「
春

正
月
の
丙
寅
の
朔
に
し
て
戊
寅
に
、
身
狭
村
主
青
等
呉
国
の
使
い
と
共
に
呉
の
献
れ
る
手
末
の
オ
伎
、
漢
織
、
呉
織
と
衣
縫
の
兄
媛
、
弟
媛
等
を
将

A
 
「
其
百
九
十
六
」

黄
遵
憲

②
錦
官

「
日
本
雑
事
詩
」

西
京
城
は
錦
官
に
比
し
て
雄
な
る
も

呉
織
漢
織
の
エ
み
な
る
に
何
如

四
川
省
成
都
。
錦
を
掌
る
役
所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
錦
官
城
と
称
し
た
。
杜
甫
「
春
夜
喜
雨
」
詩
（
『
杜
詩
詳
註
』

飛
魚
天
馬

菊
葉
葵
枝

大
緑
を
盤
ら
し

あ
っ

真
紅
を
族
む

訳
注
稿

（
二
十
七
）③

第
二
句

[
韻
字
]
雄
・
エ
・
紅
（
上
平
一
東
）

林

香

奈

劉

雨

珍

訳

注
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E
 

に
し
て
、

や
ま
と
に
し
き

三
国
志
に
著
す
所
の
倭
錦
は
、
未
だ
何
如
な
る
か
を
知
ら
ず
。
史
に
言
う
雄
略
十
四
年
、
呉
人
漢
織
・
呉
織
の
女
工
を
遣
り

来
り
て
、
始
め
て
織
有
り
。
西
京
に
出
づ
る
所
の
錦
は
至
だ
佳
し
。
杜
陽
雑
編
に
曾
て
称
す
る
に
女
王
国
に
明
霞
錦
有
り
、
光
耀
芽
酸

五
色
相
い
間
る
、
と
。
其
の
美
艶
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。
菊
は
王
家
の
徽
志
為
り
、
葵
は
旧
将
軍
の
徽
志
為
り
、
故
に
此
を

織
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
真
紅
天
馬
錦
、
真
紅
飛
魚
錦
は
、
皆
な
蜀
錦
の
名
に
沿
う
。

復
た
使
の
大
夫
伊
声
者
、
腋
邪
狗
等
八
人
を
遣
わ
し
、
生
口
、
倭
錦
、
絲
青
繰
、
縣
衣
、
吊
布
、
丹
木
、
狗
、
短
弓
矢
を
上
献
す
」
と
あ
り
、
倭
錦
を

D
 
知
ら
れ
る
天
馬
や
飛
魚
を
称
す
る
錦
に
は
（
蜀
錦
と
同
じ
よ
う
に
）
真
紅
を
施
し
て
い
る
。

c
 す

み

の

え

あ

や

き

ぬ

ぬ

い

ペ

い
て
、
住
吉
の
津
に
泊
す
。
…
…
三
月
、
…
…
衣
縫
の
兄
媛
を
以
て
大
三
輪
神
に
奉
り
、
弟
媛
を
以
て
漢
の
衣
縫
部
と
為
す
。
漢
織
、
呉
織
、
衣
織
は

是
れ
飛
鳥
衣
縫
部
、
伊
勢
衣
縫
ら
が
先
な
り
」
と
あ
り
、
呉
織
・
漢
織
が
渡
来
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
優
れ
た
技
術
を
伝
え
、
そ
の

綾
絹
は
珍
重
さ
れ
た
。
こ
の
旬
で
は
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
錦
（
特
に
倭
錦
）
の
技
術
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
言
う
と
解
し
た
。
本
来
は
「
何
如

錦
譜
』
に
蜀
で
織
ら
れ
た
錦
の
名
称
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
細
色
錦
名
色
。
…
…
真
紅
天
馬
錦
、
真
紅
湖
州
大
百
花
孔
雀
錦
、
真
紅
飛
魚

錦
、
四
色
湖
州
百
花
孔
雀
錦
」
と
見
え
る
。
同
じ
記
述
は
『
格
致
鏡
原
』
巻
二
十
七
所
引
の
「
蜀
錦
譜
」
に
も
見
え
る
。

京
都
の
ま
ち
は
錦
官
城
（
成
都
）
よ
り
も
立
派
だ
が
、
中
国
の
呉
の
国
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
織
工
で
あ
る
呉
織
や
漢
織
の
巧

や
ま
と
に
し
き

み
な
技
術
に
対
し
て
、
倭
錦
の
技
術
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
菊
や
葵
の
模
様
で
青
青
と
し
た
図
案
を
め
ぐ
ら
し
、
蜀
錦
で

①
三
国
志
所
著
倭
錦

か
ら
に
し
き

「
倭
錦
」
は
日
本
で
織
っ
た
錦
。
唐
錦
に
対
す
る
称
。
『
三
国
志
』
魏
書
・
倭
人
伝
の
正
治
四
（
―
-
四
三
）
年
に
、
「
倭
王

呉
織
漢
織
エ
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
平
仄
の
都
合
で
入
れ
替
え
た
か
。

④
第
四
句

「
飛
魚
・
天
馬
」
は
い
ず
れ
も
蜀
錦
の
名
。
元
の
費
著
撰
『
蜀
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遺
記
』
称
、
員
嬌
山
有
泳
蚕
、
長
七
寸
、
黒
色
有
角
有
鱗
、
以
霜
雪
覆
之
、
然
後
作
繭
、
長
一
尺
、
其
色
五
彩
、
織
為
文
錦
、
入
水
不
濡
、
以
之
投
火
、

経
宿
不
燎
。
唐
尭
之
世
、
海
人
献
之
、
尭
為
繭
戴
。
是
書
多
神
仙
誕
妄
之
辞
、
固
不
足
拠
。
『
韻
府
続
編
』
采
『
杜
詩
集
注
』
称
、
漢
武
帝
時
日
本
貢
麒

麟
錦
十
端
、
金
花
炊
目
。
亦
不
言
書
所
自
出
。
考
魏
景
初
中
、
賜
倭
女
王
以
締
地
交
龍
錦
疋
、
紺
地
旬
文
錦
三
疋
。
女
王
即
応
神
母
后
。
又
越
数
十
年
、

G
 

献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
②
史
言

-
)
年
閏
六
月
丁
巳
に
は
、
「
挑
文
師
を
諸
国
に
遣
し
て
始
め
て
錦
・
綾
を
織
る
こ
と
を
教
え
習
わ
し
む
」
と
も
見
え
る
。

「
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
十
四
年
に
見
え
る
。
注
B
③
参
照
。
ま
た
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
（
七
一

③
杜
陽
雑
編

撰
「
杜
陽
雑
編
』
巻
下
に
「
大
中
の
初
め
、
女
蛮
国
は
双
龍
犀
を
貢
ぐ
に
、
二
龍
有
り
、
鱗
甑
爪
角
悉
く
備
わ
る
。
明
霞
錦
は
水
香
麻
を
錬
り
て
以
て

之
を
為
す
と
云
う
。
光
耀
芥
酸
な
る
こ
と
人
に
著
ら
か
に
し
て
、
五
色
相
い
間
り
、
中
国
の
錦
よ
り
も
美
麗
な
り
」
と
あ
る
。

生
産
さ
れ
た
色
彩
豊
か
な
錦
。
注
B
④
参
照
。
杜
甫
「
白
絲
行
」
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
）
に
、
「
絲
を
繰
る
に
長
き
を
須
い
白
き
を
須
い
ず
、
越
羅
蜀
錦

金
粟
の
尺
。
」

や
ま
と
に
し
き

『
三
国
志
』
に
著
さ
れ
て
い
る
倭
錦
は
、
未
だ
に
何
如
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
。
史
書
に
は
、
雄
略
十
四
年
、
呉
人

が
漢
織
・
呉
織
の
女
工
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
始
め
て
織
物
職
人
が
日
本
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
京
都
で
産
出
さ
れ
る
錦
は
と
り

わ
け
素
晴
ら
し
い
。
『
杜
陽
雑
編
』
に
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
謂
っ
て
い
る
。
女
王
国
に
は
明
霞
錦
が
あ
り
、
光
輝
き
美
し
く
、
五
色
が

入
り
交
じ
っ
て
い
る
、
と
。
そ
の
美
艶
な
る
こ
と
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
菊
は
王
家
の
紋
章
で
あ
り
、
葵
は
旧
将
軍
家
の
紋
章

で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
織
る
こ
と
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
真
紅
天
馬
錦
、
真
紅
飛
魚
錦
は
、

『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
「
織
エ
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

応
神
帝
三
十
七
年
遣
阿
知
使
臣
、
都
加
使
臣
於
呉
、
求
縫
織
工
。
有
兄
媛
、
弟
媛
、
呉
織
、
穴
織
四
人
来
、
始
学
作
錦
繍
。
（
考
『
拾

F
 

い
ず
れ
も
蜀
錦
の
名
に
依
る
。

④
蜀
錦

蜀
の
地
で

唐
、
蘇
顎

187 



留 は
長
さ
三
四
尺
、
両
傍
に
歯
の
鋸
の
如
き
有
り
。
狗
蕉
は
、
頭
は
狗
の
如
し
」
、
ま
た
明
、
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
四
十
四
鱗
之
三
の
「
鮫
魚
」
の
集

解
に
「
時
珍
日
く
、
…
…
背
に
斑
文
の
虎
の
如
き
有
り
、
而
し
て
堅
彊
な
る
者
は
、
虎
沙
と
日
い
、
亦
た
胡
沙
と
日
う
。
虎
魚
の
化
す
る
所
と
云
う
」

と
あ
る
（
『
格
致
鏡
原
』
巻
九
十
二
に
も
見
え
る
）
。
鮫
は
「
虎
蕉
」
と
も
称
さ
れ
る
た
め
、
蕉
が
「
虎
に
化
す
る
」
と
言
っ
た
か
。
注
②
参
照
。

実
藤
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
「
虎
は
死
し
て
皮
を
留
む
」
と
い
う
諺
に
基
づ
く
。
宋
の
鄭
樵
「
与
景
章
兄
投
宇
文
枢
密
書
」
（
『
央
深
遺
稿
』
巻
三
）

B

①
青
蒸
化
虎
難

鼠
腸
魚
翅
均
珍
錯

借
箸
同
獅
補
食
輩

A
 

鮫
。
明
の
屠
本
唆
『
閻
中
海
錯
疏
』
巻
上
、
鱗
部
上
「
蕉
」
に
、
「
虎
蕉
は
、
頭
目
凹
に
し
て
身
に
虎
文
有
り
。
鋸
蕉
は
、
上
唇

「
其
百
九
十
七
」

入
網
青
蒸
化
虎
難

皮
留
飾
器
味
登
盤

は
か

箸
を
借
り
て
同
に
食
単
を
補
わ
ん
こ
と
を
壽
る

皮
は
飾
器
に
留
め
味
は
盤
に
登
る

鼠
腸
魚
翅
は
均
し
く
珍
錯

さ

網
に
入
る
る
の
青
蕉
虎
に
化
す
る
こ
と
難
し

②
皮

乃
始
遣
使
求
織
エ
、
則
漢
武
時
貢
錦
之
説
亦
不
足
憑
也
。
）
雄
略
帝
時
又
有
手
末
オ
伎
漢
織
、
呉
織
来
、
於
時
秦
公
酒
献
絹
、
賜
姓
為
馬
豆
麻

佐
。
蓋
中
古
時
既
能
習
織
工
突
。
自
通
使
隋
、
唐
、
学
為
蜀
錦
、
如
真
紅
天
馬
錦
、
真
紅
飛
魚
錦
、
双
窯
錦
、
青
緑
瑞
草
雲
鶴
錦
、
青

緑
如
意
牡
丹
錦
、
宜
男
百
花
錦
、
穿
花
鳳
錦
、
鵞
黄
水
林
檎
錦
、
井
沿
其
名
、
西
京
所
産
最
為
美
麗
。
製
錦
之
外
、
能
為
絹
、
為
紬
、

為
綾
、
為
縮
緬
、
（
如
今
之
綴
紗
。
）
縮
緬
者
引
之
則
伸
、
放
之
則
縮
、
多
絵
為
柳
絲
、
梅
点
、
竹
竿
、
桃
葉
、
清
麗
宜
人
。
別
有
一
種
名

綴
錦
、
其
法
不
用
大
機
、
取
熟
色
経
子
木
橿
上
作
、
花
草
禽
獣
楼
閣
、
以
小
稜
先
疏
其
処
、
用
雑
色
線
綾
綴
於
経
緯
之
上
、
合
以
成
文
、

承
空
視
之
、
如
彫
鎖
之
象
、
亦
如
中
国
刻
絲
法
也
。

[
韻
字
]
難
・
盤
・
肌
（
上
平
十
四
寒
）

188 



D
 

（
日
本
人
の
）

c
網
に
か
か
っ
た
鮫
が
虎
に
化
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

ふ
か
ひ
れ

と
魚
翅
は
い
ず
れ
も
珍
味
。

箸
を
借
り
て
と
も
に
食
譜
に
補
お
う
。

夫
録
』
食
単
に
「
章
僕
射
巨
源
に
焼
尾
宴
食
単
有
り
」
と
あ
る
。

の
珍
味
。
⑦
借
箸

に
「
人
は
死
し
て
名
を
留
め
、
虎
は
死
し
て
皮
を
留
む
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

で
は
鮫
革
が
武
具
や
馬
具
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
言
う
。

死
し
て
は
皮
を
留
め
て
武
具
や
馬
具
を
飾
り
、
美
味
は
皿
に
登
る
。
鼠
腸

⑧
食
輩

『
周
礼
』
夏
官
・
掌
固
に
「
其
の
飾
器
を
設
け
、
其
の
財
用
を
分
か
ち
、
其
の
梢
食
を
均
し
く
す
。
」
鄭
玄
注
に
「
飾
器
は
、
兵
甲
の
属
」
と
あ
る
。
こ
こ

な
ま
こ

こ
の
わ
た
。
海
鼠
の
腸
を
塩
辛
に
し
た
も
の
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
江
海

無
鱗
魚
の
「
海
鼠
」
に
「
海
鼠
腸
は
、
腹
中
に
黄
腸
三
條
有
り
、
之
を
滝
し
て
醤
と
為
す
者
な
り
、
香
は
美
に
し
て
言
う
べ
か
ら
ず
、
冬
春
に
珍
肴
と

為
す
、
色
は
琥
珀
の
如
き
者
は
上
品
と
為
し
、
黄
中
に
黒
白
交
じ
る
者
は
下
品
と
為
す
。
正
月
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
味
は
変
わ
り
、
食
す
る
に
堪
え
ず
、

其
の
腸
中
に
赤
黄
色
の
糊
の
如
き
者
有
る
は
、
海
鼠
子
と
名
づ
く
、
亦
た
佳
し
」
と
あ
る
。

行
か
ず
し
て
、
張
良

れ
き

其
れ
椰
生
の
語
を
以
て
告
げ
て
日
く
、
「
子
房
に
於
い
て
何
如
」
と
。
良
日
く
「
誰
か
陛
下
の
為
に
此
の
計
を
画
り
し
者
ぞ
。
陛
下
の
事
去
れ
り
」
と
。

は
か

漢
王
日
く
「
何
ぞ
や
」
と
。
張
良
対
え
て
日
く
「
臣
請
う
前
の
箸
を
藉
せ
、
大
王
の
為
に
之
を
飾
ら
ん
」
と
」
、
『
集
解
』
に
「
張
晏
日
く
、
食
す
る
所
の

山
珍
海
錯
。
山
海

い

き

相
手
の
箸
を
借
り
る
。
人
の
為
に
画
策
す
る
。
こ
こ
で
は
日
本
人
の
箸
を
借
り
る
こ
と
。
『
史
記
』
留
侯
世
家
に
「
食
其
未
だ

す

す

た

わ

外
従
り
来
り
て
謁
す
。
漢
王
方
に
食
い
、
日
く
「
子
房
前
め
。
客
に
我
の
為
に
楚
の
権
を
撓
め
ん
こ
と
を
計
る
者
有
り
」
と
。

箸
を
借
り
て
用
て
指
画
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
な
り
」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
張
良
伝
で
は
「
借
箸
」
に
作
る
。

近
海
に
蕉
魚
を
産
す
る
こ
と
多
し
、
漁
す
る
者
は
翅
を
折
り
て
之
を
乾
か
し
、
中
土
に
販
売
し
、
以
て
海
錯
の
佳
品
と
為
す
、
東

人
は
未
だ
食
す
る
者
有
ら
ず
。
海
鼠
（
即
ち
海
参
な
り
）
は
其
の
腸
を
剖
り
て
、
之
を
蓄
う
る
こ
と
瓶
を
以
て
し
、
東
人
は
以
て
極
品
と

④
鼠
腸

⑤
魚
翅

③
飾
器

ふ
か
ひ
れ
。

メ
ニ
ュ
ー
。
宋
の
鄭
望
之
『
膳

⑥
珍
錯

「
飾
器
」
は
装
飾
を
施
し
た
甲
冑
や
武
具
を
い
う
。
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え
ん
ち

海
の
幸
。
『
尚
書
』
萬
貢
に
「
蕨
の
貢
は
塩
稀
、
海
物
は
惟
れ
錯
」
、
偽
孔
伝
に
「
錯
雑
は
一
種
に
非
ず
」
。

鼠
」
は
な
ま
こ
。
「
洵
参
」
は
い
り
こ
。
な
ま
こ
の
腸
を
と
っ
て
茄
で
て
干
し
た
も
の
。

近
海
に
は
鮫
が
多
く
獲
れ
る
の
で
、
漁
を
す
る
者
は
フ
カ
の
ひ
れ
を
折
っ
て
こ
れ
を
乾
か
し
、
中
国
に
販
売
し
、
海
産
物
の
良
品

と
し
て
い
る
が
、
日
本
人
で
こ
れ
を
食
す
る
者
は
な
い
。
海
鼠
（
つ
ま
り
海
参
で
あ
る
）
は
そ
の
腸
を
え
ぐ
り
取
り
、
そ
れ
を
瓶
の
中
に
蓄

え
る
。
日
本
人
は
そ
れ
（
こ
の
わ
た
）
を
極
上
の
品
と
す
る
が
、
中
国
人
で
食
す
る
者
は
い
な
い
。

『
日
本
国
志
』
巻
三
十
五
「
礼
俗
志
」
二
「
魚
醤
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

し

お

か

ら

あ

み

し

お

か

ら

所
造
魚
醤
有
蝦
醤
、
海
胆
醤
、
鮫
魚
醤
、
堅
魚
醤
、
烏
鯛
醤
、
沙
隈
醤
諸
品
、
俗
謂
之
暇
烏
加
劇
、
蝦
醤
、
俗
云
阿
弥
時
烏
加
痢
、
備

い
か
く
ろ
づ
く
り

前
所
造
最
佳
。
海
胆
、
（
胆
俗
作
丹
）
。
此
云
烏
弥
、
出
越
前
及
対
馬
者
、
香
味
最
美
。
…
…
烏
鯛
醤
、
越
前
人
称
伊
加
黒
造
、
烏
鯛
此
云

伊
加
、
切
肉
和
墨
塩
而
醤
之
、
故
云
黒
造
。
沙
隈
此
名
日
谷
、
生
者
日
那
麻
谷
、
脂
者
日
伊
利
谷
。
那
麻
谷
煮
食
不
如
作
謄
之
佳
、
洗

浄
、
條
其
腸
棲
、
切
、
漉
以
置
酢
、
味
極
脆
美
。
其
醤
則
取
腸
臓
塩
而
酸
之
、
亦
為
魚
醤
中
之
佳
品
。
伊
利
谷
即
海
参
也
。
（
『
五
雑
俎
』

日
、
「
能
温
補
、
足
敵
人
参
、
故
日
海
参
。
」
『
医
林
四
書
』
日
、
「
海
参
出
海
中
、
長
岐
島
夷
人
称
海
岨
、
有
黒
白
二
色
、
長
二
三
寸
、
大
寸
許
、
周
身
有

肉
刺
而
黒
者
為
佳
、
一
種
無
肉
刺
、
色
帯
白
名
為
肥
忠
参
、
次
之
。
」
按
、
長
岐
即
長
崎
之
誤
、
蓋
漢
人
不
知
伊
嗚
谷
之
製
、
海
舶
歳
来
長
崎
得
之
、
因

名
日
海
参
。
海
岨
亦
当
作
海
鼠
。
『
和
名
類
緊
紗
』
引
崖
萬
錫
『
食
経
』
日
、
「
海
鼠
似
蛭
而
大
、
鮮
名
古
。
」
）

G
 

F
 

E
①
海
錯

た

為
す
。
顧
だ
中
人
の
未
だ
食
す
る
者
有
ら
ず
。

②
海
鼠
（
即
海
参
）

「海
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D
 
瑚
は
交
叉
す
る
枝
振
り
も
よ
く
、
王
家
と
富
を
闘
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

c
 

と
日
い
、
臨
海

B
 

「
其
百
九
十
八
」

紫
帯
青
條
摺
海
苔

①
紫
帯
青
條

の

り

紫
帯
青
條
海
苔
を
択
び

こ
ん
ぶ

雲
の
如
き
昆
布
は
翠
堆
を
成
す

え
だ

珊
瑚
七
尺
桐
を
交
え
て
好
し
く

合
に
王
家
と
富
を
闘
わ
せ
来
る
べ
し

苔
の
類
」
、
劉
淵
林
注
に
「
海
苔
は
、
海
水
の
中
に
生
じ
、
正
青
に
し
て
、
状
は
乱
髪
の
如
し
、
之
を
乾
か
し
亦
た
塩
蔵
す
、
汁
有
り
、
名
づ
け
て
濡
苔

之
を
出
す
。
」

綺
麗
を
窮
め
、
以
て
輿
服
を
飾
る
。
武
帝
は
憔
の
甥
な
り
。
毎
に
憔
を
助
け
、
嘗
て
一
珊
瑚
樹
の
高
さ
二
尺
許
を
以
て
憔
に
賜
う
。
枝
桐
扶
辣
と
し
て
、

た

ぐ

い

わ

ん

せ

き

世
に
其
の
比
竿
な
り
。
憔
以
て
崇
に
示
す
。
崇
視
詑
り
て
、
鉄
の
如
意
を
以
て
之
を
撃
ち
、
手
に
応
じ
て
砕
く
。
憔
既
に
椀
惜
し
、
又
た
以
て
己
の
宝

を
疾
め
り
と
為
し
、
声
色
甚
だ
属
し
。
崇
日
く
、
恨
む
に
足
ら
ず
、
今
卿
に
還
さ
ん
、
と
。
乃
ち
左
右
に
命
じ
て
悉
く
珊
瑚
樹
を
取
ら
し
む
。
三
尺

ば

か

り

た

ぐ

い

四
尺
に
し
て
、
條
幹
絶
世
、
光
彩
目
に
滋
る
る
者
六
七
枚
有
り
。
悛
が
許
の
比
の
如
き
は
、
甚
だ
衆
し
。
悦
憫
然
自
失
す
。
」

紫
の
帯
や
青
い
枝
の
よ
う
な
多
く
の
海
藻
の
中
か
ら
海
苔
を
選
び
出
す
。
雲
の
よ
う
な
昆
布
は
翠
の
山
を
成
す
。
七
尺
も
あ
る
珊

中
人
の
海
物
を
購
う
者
は
、
鮫
魚
を
以
て
大
宗
と
為
す
。
次
い
で
乾
鱈
、
次
い
で
海
苔
、
次
い
で
鯖
、
次
い
で
昆
布
。
昆
布
は
、

珊
瑚
七
尺
交
桐
好

合
輿
王
家
闊
富
来

如
雲
昆
布
翠
成
堆

A
 

③
王
家

西
晋
の
王
憔
。
石
崇
と
豪
奢
を
競
っ
た
。
『
世
説
新
語
』
汰
修
篇
に
「
石
崇

紫
の
帯
と
青
い
枝
。
こ
こ
で
は
海
藻
の
類
を
指
す
。
②
海
苔

王
骰
と
豪
を
争
い
、
並
び
に

の
り
。
左
思
「
呉
都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
五
）
に
「
江
離
の
属
、
海

[
韻
字
]
苔
．
堆
．
束
（
上
平
十
灰
）
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B
 

A
 

吾
が
輩
は
呼
び
て
海
帯
と
為
す
者
な
り
。
珊
瑚
は
或
い
は
紅
或
い
は
白
或
い
は
黄
に
し
て
、
毎
に
六
七
尺
な
る
者
有
り
。

あ
わ
び
。
『
漢
書
』
王
葬
伝
下
に
「
サ
弁
は
憂
惑
し
て
食
す
る
能
わ
ず
、
i
置

酒
を
飲
み
、
鮫
魚
を
陥
う
」
、
顔
師
古
注
に
「
鰊
は
、
海
魚
な

は
ま
ぐ
り

り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
伏
隆
伝
に
「
鰊
魚
を
献
ず
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
鰻
は
、
蛤
に
似
る
も
偏
に
し
て
石
に
著
く
」
と
あ
る
。

中
国
人
で
海
産
物
を
買
い
求
め
る
者
は
、
あ
わ
び
を
正
統
と
す
る
。
次
い
で
干
し
鱈
、
次
い
で
海
苔
、
次
い
で
ス
ル
メ
、
次
い
で

昆
布
で
あ
る
。
昆
布
は
我
が
国
で
は
海
帯
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
珊
瑚
は
紅
や
ら
白
や
ら
黄
色
の
も
の
が
あ
る
が
、
ど
れ
も
六
、
七

何
人
妓
路
哭
亡
羊

①
第
二
句

「
鱗
」
は
ウ
ナ
ギ
だ
が
、
国
字
で
は
ス
ル
メ
。
こ
こ
で
は
海
産
物
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
ス
ル
メ
を
指

異
魚
怪
鳥
と
奇
獣
と

な
ら

図
象
争
い
て
陳
ぶ
博
覧
場

幾
輩
か
株
を
守
り
て
猶
お
免
を
待
ち

[
韻
字
]
場
・
羊
（
下
平
七
陽
）

「
図
象
」
は
、
こ
こ
で
は
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
画
像
等
。
「
博
覧
場
」
は
自
注
に
あ
る
「
博
物
館
」
を
平
仄
・
押
韻
の
都
合
で

「
其
百
九
十
九
」

異
魚
怪
鳥
兼
奇
獣

圏
象
争
陳
博
覧
場

幾
輩
守
株
猶
待
免

尺
は
あ
る
。

F
 
す
か
。

E
 
①
鰻
魚

何
人
か
妓
路
に
亡
羊
を
哭
す
る

鱈
鱈
を
天
日
干
し
に
し
た
乾
物
。

③
鯛

②
乾
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後
漢
書
に
謂
え
ら
く
、
其
れ
虎
．
豹
・
牛
・
馬
・
羊
・
鵜
無
し
、
と
。
今
牛
有
り
馬
有
る
も
、
虎
豹
無
し
。
開
港
の
初
め
、
白

ぜ
い
も
う

免
を
見
て
詫
す
る
に
異
物
と
為
し
、
或
る
ひ
と
数
十
百
金
を
吝
し
ま
ず
し
て
之
を
買
う
。
霧
毛
を
以
て
衣
を
為
す
。
曾
て
一
羊
無
き
も
、

や
し
な

後
に
乃
ち
北
従
り
直
に
千
頭
を
購
い
て
畜
う
に
帰
す
。
然
れ
ど
も
補
牢
す
る
こ
と
既
に
晩
く
、
且
つ
未
だ
能
＜
蕃
滋
す
る
や
否
や
を

知
ら
ず
。
奇
異
の
物
に
至
り
て
は
、
見
る
を
経
ざ
る
者
有
り
、
獣
は
則
ち
海
櫨
、
海
豹
、
海
馬
あ
り
、
北
海
に
産
す
。
鳥
は
則
ち
松
雛

は
難
に
似
て
色
は
白
し
、
加
賀
に
産
す
。
海
鳥
は
紅
喉
緑
首
に
し
て
、
粉
面
黒
身
、
足
は
惟
だ
三
趾
の
み
に
し
て
、
東
人
名
づ
け
て
烏

堕
烏
と
為
す
、
奥
州
に
産
す
。
魚
に
蛇
婆
有
り
、
黒
魚
有
り
、
蜆
に
似
て
小
、
四
足
あ
り
。
馬
鞭
魚
有
り
、
蝉
に
似
て
長
嘴
。
琵
琶
魚

D
 
を
買
い
入
れ
て
飼
養
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

c
 

②
守
株
猶
待
免

「
韓
非
子
』
五
嚢
に
「
宋
人
に
田
を
耕
す
者
有
り
、
田
中
に
株
有
り
、
免
走
り
、
柱
に
触
れ
て
頸
を
折
り
て

死
す
、
因
り
て
其
の
未
を
釈
て
て
株
を
守
り
、
復
た
免
を
得
る
を
翼
う
、
免
は
復
た
得
べ
か
ら
ず
し
て
、
身
は
宋
国
の
笑
い
と
為
る
。
今

を
以
て
、
当
世
の
民
を
治
め
ん
と
欲
す
る
は
、
皆
な
株
を
守
る
の
類
な
り
。
」
自
注
に
は
か
つ
て
日
本
に
は
免
が
い
な
か
っ
た
と
す
る
。

別
れ
道
で
逃
げ
た
羊
を
見
失
っ
て
歎
く
こ
と
。
何
―
つ
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
喩
え
。
『
列
子
』
説
符
に
「
楊
子
の
郡
人

の
党
を
率
い
、
又
た
楊
子
の
竪
を
請
い
て
之
を
追
う
。
楊
子
日
く
、
嗜
、

羊 言
い
換
え
た
も
の
。

之
く
所
を

③
岐
路
哭
亡

一
羊
を
亡
う
に
、
何
ぞ
追
う
者
の
衆
き
、
と
。
隣
人
日
く
、
妓
路
多
し
と
。

既
に
反
り
て
、
問
う
、
羊
を
獲
る
か
と
。
日
く
、
之
を
亡
え
り
と
。
日
く
、
笑
ぞ
之
を
亡
う
と
。
日
く
、
岐
路
の
中
に
又
た
妓
有
り
、
吾

知
ら
ず
、
反
り
し
所
以
な
り
と
。
…
…
心
都
子
日
く
、
大
道
は
多
岐
を
以
て
羊
を
亡
い
、
学
者
は
多
方
を
以
て
生
を
喪
う
。
」

不
思
議
な
魚
や
鳥
獣
な
ど
の
図
像
が
競
う
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
博
物
館
。
し
か
し
日
本
で
は
、
珍
し
い
白
免
を
ず
っ
と
株
を

守
っ
て
待
ち
つ
づ
け
る
有
様
。
ま
る
で
わ
か
れ
道
で
羊
を
亡
っ
た
こ
と
を
歎
い
た
人
の
よ
う
で
、
い
っ
た
い
誰
が
日
本
に
は
い
な
い
羊

羊
を
亡
い
、
既
に
其

先
王
の
政
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ボ
ン
。

⑲
蜻

斑
魚
ブ
ダ
イ
。
ア
カ
ブ
ダ
イ
の
こ
と
か
。

は
つ
く
つ
く
ぽ
う
し
。

パ
オ
オ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
。

ず
ん
ば
、
民
乃
ち
足
る
。
」

と。

④
蕃
滋

し
て
、
冬
夏

E
 

⑫
馬
鞭
魚

常
に
自
ら
浮
滸
し
、
採
取
す
る
に
時
無
し
」
と
あ
る
。

⑧
海
鳥
ー
烏
堕
烏

⑯
人
面
魚

⑥
海
謳
、
海
豹
、
海
馬

⑳
海
牛

一
名
、
戴
帽
魚
。け

つ

不
詳
。
鯉
あ
る
い
は
鰍
魚
の
類
か
。

⑰
翻
車
魚

⑬
輝

う
つ
ぽ
。

⑱
魚
虎

ハ
リ
セ
ン

⑭
琵
琶
魚
ア
ン
コ
ウ
の
別
称
。
⑮
魏

⑩
黒
魚

「
黒
魚
」
は
黒
鱚
の
異
名
。
⑪
蜆

「
蜆
」
の
誤
り
か
。
「
蜆
」
は
山
椒
魚
。
「
蜆
」

一
に
蛇
の
如
し
。

有
り
、
鵬
研
魚
有
り
、
人
面
魚
有
り
、
皆
な
形
を
肖
り
て
之
を
名
づ
く
。
翻
車
魚
の
形
は
提
鼓
の
如
き
も
、
両
翅
有
り
。
魚
虎
は
形
は

円
＜
毛
有
り
て
、
蛸
に
似
た
り
。
海
牛
は
牛
首
に
似
て
全
身
に
堅
甲
有
り
。
鯖
魚
に
鼻
有
り
。
博
物
館
中
に
皆
な
之
有
り
。

お
ん
ど
ん

①
後
漢
書
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
に
「
倭
は
韓
の
東
南
の
大
海
中
に
在
り
、
山
島
に
依
り
て
居
を
為
し
、
凡
そ
百
余
国
あ
り
。
…
…
気
は
温
腰
に

さ

い

じ

よ

あ

わ

菜
茄
を
生
ず
。
牛
馬
虎
豹
羊
鶴
無
し
」
と
あ
る
。
鳥
獣
の
細
く
柔
ら
か
い
毛
。
『
周
礼
』
天
官
・
掌
皮
に
「
其
の
犠
毛
を
共

せ
て
既
と
為
し
、
以
て
邦
事
に
待
す
。
」
鄭
玄
注
に
「
霧
毛
は
、
毛
の
細
褥
な
る
者
な
り
。
」

見
て
犬
を
顧
る
も
、
未
だ
晩
し
と
為
さ
ず
。
羊
を
亡
い
て
牢
を
補
う
も
、
未
だ
遅
し
と
為
さ
ず
と
。
」
「
補
牢
」
は
羊
が
逃
げ
て
か
ら
檻
を
補
修
す
る
こ

繁
殖
す
る
。
増
え
る
こ
と
。
『
漢
書
』
礼
楽
志
―
-
、
「
郊
祀
歌
十
九
章
・
惟
泰
元
」
に
「
百
姓
蕃
滋
し
、
咸
な
厭
の
緒
に
循
う
。
」
顔
師

古
注
に
「
蕃
は
多
な
り
。
滋
は
益
な
り
。
循
は
順
な
り
。
緒
は
業
な
り
。
」

「
海
墟
」
は
ア
シ
カ
。
「
海
豹
」
は
ア
ザ
ラ
シ
。
「
海
馬
」
は
セ
イ
ウ
チ
。

「
海
鳥
」
は
ウ
ト
ウ
（
善
知
鳥
）
の
こ
と
。
北
日
本
に
生
息
す
る
海
鳥
の
一
種
。

う
な
ぎ
。
明
、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
巻
四
十
三
鱗
之
一

「
蛇
婆
」
の
集
解
に
「
蔵
器
に
日
く
、
蛇
婆
は
東
海
の
水
中
に
生
じ
、

ヤ
ガ
ラ
。
ア
カ
ヤ
ガ
ラ
。

子
』
に
「
蛸
は
鼠
に
似
て
、
性
は
檸
鈍
、
物
少
し
く
犯
せ
ば
則
ち
毛
刺
摺
起
す
。
」

ウ
ミ
ウ
シ
。

マ
ン
ボ
ウ
。

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
。
杜
甫
「
前
苦
寒
行
」
其
一
に
「
漢
時
の
長
安
雪
一
丈
、
牛
馬
毛
寒
く
縮
む
こ
と
蛸
の
如
し
。
」
仇
兆
繁
注
所
引
『
炎
穀

⑨
蛇
婆

え
ら
ぶ

⑦
松
雛
ヨ
ー
ロ
ッ

⑤
異
物
珍
し
い
も
の
。
『
尚
書
』
旅
葵
に
「
異
物
を
貴
び
用
物
を
賤
し
ま

②
霧
毛

③
補
牢

『
戦
国
策
』
楚
策
四
に
「
郡
語
に
日
く
、
菟
を
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徽
文
空
誦
送
僧
詩

未
曾
遍
讀
吾
妻
鏡

紀
事
祇
聞
篠
海
志

事
を
紀
す
は
祇
だ
獅
海
志
を
聞
く
の
み
に
し
て

A
 

魚
に
は
鼻
が
あ
る
。

博
物
館
の
中
に
こ
れ
ら
は
み
な
あ
る
。

香
奈
）

鳥
に
は
松
難
（
雷
鳥
）
は
鶏
に
似
て
い
て
色
は
白
く
、
加
賀
に
生
息
し
て
い
る
。
海
鳥
は
赤
い
く
ち
ば
し
に
緑
の
頭
部
、

ろ

つ

と

う

白
い
顔
に
黒
い
体
で
、
足
指
は
三
本
だ
け
。
日
本
人
は
こ
れ
を
烏
堕
烏
と
名
づ
け
て
い
る
。
奥
州
に
生
息
し
て
い
る
。
魚
に
は
蛇
婆
や

黒
魚
が
い
て
、
蜆
（
山
椒
魚
）
に
似
て
小
さ
く
、
四
本
の
足
が
あ
る
。
馬
鞭
魚
が
い
る
が
、
蝉
に
似
て
い
て
長
い
嘴
が
あ
る
。
琵
琶
魚

ま

ん

ぽ

う

や
、
鵬
奇
魚
、
人
面
魚
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
形
か
ら
名
前
を
付
け
て
い
る
。
翻
車
魚
の
形
は
提
鼓
の
よ
う
で
あ
り
、
二
つ
の
ひ

は

り

せ

ん

ぼ

ん

は

り

ね

ず

み

う

み

う

し

れ
が
あ
る
。
魚
虎
は
形
は
円
＜
毛
が
あ
っ
て
、
蛸
に
似
て
い
る
。
海
牛
は
牛
の
首
に
似
て
い
て
全
身
に
堅
い
甲
羅
が
あ
る
。
鯖

に
生
息
す
る
。

い
。
珍
し
い
生
き
物
に
至
っ
て
は
、

見
た
こ
と
の
な
い
も
の
が
あ
る
。

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

羊
が
逃
げ
て
か
ら
檻
を
補
修
し
て
も
す
で
に
遅
く
、

ま
た
繁
殖
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な

獣
と
し
て
は
、
海
騨
、
海
豹
、
海
馬
が
い
て
、

こ
れ
ら
は
北
海

F
 
『
後
漢
書
』
に
「
（
日
本
に
は
）
虎
．
豹
・
牛
・
馬
・
羊
・
賠
は
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。
今
で
は
牛
も
馬
も
い
る
が
、
虎
と
豹
は

い
な
い
。
開
港
し
た
ば
か
り
の
頃
、
白
い
免
を
見
て
珍
し
い
も
の
と
し
、
あ
る
人
が
数
十
百
金
を
惜
し
む
こ
と
な
く
こ
れ
を
買
い
入
れ
、

細
く
柔
ら
か
な
毛
で
衣
を
作
っ
た
。
か
つ
て
は
一
頭
の
羊
も
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
よ
う
や
く
北
か
ら
直
接
千
頭
を
買
い
入
れ
て
飼
養

「
其
二
百
」

漸
付
和
歌
唱
竹
枝

文
を
徴
す
る
は
空
し
く
僧
を
送
る
の
詩
を
誦
す
る
の
み

未
だ
曾
て
遍
く
は
吾
妻
鏡
を
読
ま
ず

漸
じ
て
和
歌
に
付
し
て
竹
枝
を
唱
う

（
以
上
、
林

[
韻
字
]
詩
・
枝
（
上
平
四
支
）
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『
器
海
図
編
』
の
こ
と
。
明
の
鄭
若
曾
(
-
五

0
三
ー
一
五
七

0
)
が
総
督
胡
宗
憲
の
命
を
受
け
て
編
纂
し
た
倭
寇
対
策
の
海
防
と

地
理
に
関
す
る
書
。
十
三
巻
。
嘉
靖
・
隆
慶
・
天
啓
の
刊
本
が
あ
る
が
、
天
啓
本
に
端
を
発
す
る
胡
宗
憲
を
編
者
と
す
る
説
は
誤
り
。
自
注
参
照
。

典
籍
に
証
拠
を
求
め
る
こ
と
。
『
宋
書
』
礼
志
三
に
、
「
礼
記
は
残
鋏
の
書
に
し
て
、
本
よ
り
備
体
無
く
、
折
簡
敗
字
、
闊
略
す
る
所
多
し
。
正

に
応
に
例
を
推
し
て
意
を
求
む
べ
き
も
、
動
も
す
れ
ば
必
ず
し
も
文
を
徴
す
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

者
伊
藤
威
山
編
『
隣
交
徴
書
』
巻
―
一
で
は
、
呉
顕
「
送
最
澄
上
人
還
日
本
国
」
や
貰
休
「
送
僧
帰
日
本
」
、
章
荘
「
送
日
本
僧
敬
龍
帰
」
な
ど
日
本
の
僧

侶
を
送
る
詩
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
自
注
参
照
。
東
鑑
と
も
。
鎌
倉
幕
府
の
前
半
を
記
し
た
歴
史
書
。
治
承
四
年
（
―
-
八
0

)

も

ち

ひ

と

お

う

む

ね

た

か

四
月
、
平
氏
討
伐
を
命
じ
る
以
仁
王
の
令
旨
が
伊
豆
の
源
頼
朝
の
も
と
に
届
い
た
記
事
か
ら
、
文
永
三
年
(
―
二
六
六
）
七
月
の
六
代
将
軍
宗
帷
親
王

の
京
都
送
還
ま
で
の
八
十
七
年
間
を
、
和
風
漢
文
の
編
年
体
で
詳
述
し
た
も
の
。
黄
遵
憲
『
人
境
應
詩
草
』
に
お
い
て
、
他
に
『
吾
妻
鏡
』
を
詠
ん
だ

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

詩
は
三
首
見
ら
れ
、
日
本
の
歴
史
書
の
代
表
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
巻
四
の
「
奉
命
為
美
国
三
富
蘭
西
士
果
総
領
事
、
留
別
日
本

諸
君
子
」
其
三
に
「
王
母
の
環
り
来
り
て
盛
典
を
誇
り
、
吾
妻
鏡
在
り
て
遺
編
を
訪
う
」
と
あ
り
、
巻
五
の
「
日
本
国
志
書
成
誌
感
」
に
「
千
秋
の
鑑

は
吾
妻
鏡
を
借
り
、
四
壁
の
図
は
人
境
蘊
に
懸
く
」
と
あ
り
、
巻
六
の
「
歳
暮
懐
人
詩
」
其
七
に
「
島
夷
の
史
は
吾
妻
鏡
を
読
み
、
清
朝
の
書
は
我
子

篇
を
伝
う
」
と
あ
る
。

④
吾
妻
鏡

を
詠
じ
た
歌
詞
を
つ
け
た
の
に
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
『
日
本
雑
事
詩
』
を
指
す
。

僧
侶
を
送
る
詩
。
江
戸
後
期
の
儒

楽
府
題
の
―
つ
。
も
と
も
と
巴
楡
の
民
歌
で
、
中
唐
の
劉
萬
錫
が
赴
任
し
た
時
、
そ
の
曲
に
当
地
の
風
俗
や
人
情

に
求
め
て
も
、
専
ら
僧
侶
を
送
る
詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
中
国
で
は
未
だ
か
つ
て
『
吾
妻
鏡
』

が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
は
な
く
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
が
ら
和
歌
に
対
し
て
、
こ
の
竹
枝
体
の

C

日
本
の
こ
と
を
記
し
た
の
は
た
だ
明
末
の

②
徴
文

B

①
壽
海
志

⑤
竹
枝

『
獅
海
図
編
』
と
い
う
専
門
書
を
聞
く
だ
け
で
あ
り
、
日
本
に
つ
い
て
の
詩
文
を
典
籍

の
よ
う
な
日
本
の
歴
史
書

『
日
本
雑
事
詩
』
を
も
っ
て
日
本
の
こ

③
送
僧
詩
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土
記
四
巻
有
る
も
、
書
皆
な
世
に
行
わ
れ
ず
。
余

D
 
山
海
経

と
を
唱
う
。

吾

已
に
倭
国
の
事
を
述
ぶ
。
而
る
に
歴
代
の
史
志
、
輿
地
風
土
に
於
い
て
、
十
に
一
の
真
な
ら
ず
。
専
書
は
惟
だ
獅
海
図

編
有
る
の
み
。
然
れ
ど
も
述
ぶ
る
所
の
薩
摩
の
事
も
、
亦
た
影
響
な
る
の
み
。
（
明
史
芸
文
志
に
李
言
恭
の
日
本
考
五
巻
、
侯
継
高
の
日
本
風

友
人
の
処
従
り
仮
り
て
風
土
記
の
抄
本
を
有
す
る
も
、
撰
人
を
著
さ
ざ
る
に
、
未
だ
是
れ
侯
本
な

る
か
否
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
書
は
極
め
て
晒
に
し
て
、
観
る
に
足
ら
ず
。
）
唐
人
以
下
、
日
本
の
僧
を
送
る
詩
は
至
っ
て
多
か
り
し
も
、
曾
て

ち
く
だ

風
俗
に
は
及
ば
ず
。
日
本
は
旧
と
よ
り
已
に
史
有
る
も
、
海
禁
の
厳
な
る
に
因
り
て
、
中
土
録
に
著
す
る
を
得
ず
。
惟
だ
朱
竹
詑

妻
鏡
一
部
を
牧
む
る
の
み
に
し
て
、
故
に
詳
ら
か
に
す
る
能
わ
ず
。
士
大
夫
の
足
述
は
其
の
地
に
至
ら
ず
、
至
る
者
も
又
た
其
の
書
を

読
ま
ざ
る
に
、
謬
悠
な
る
も
怪
し
む
に
足
る
無
き
な
り
。
宋
漉
集
に
日
東
曲
十
首
有
り
、
昭
代
叢
書
に
沙
起
雲
の
日
本
雑
詠
十
六
首
有

り
。
宋
が
詩
に
自
ら
之
を
海
東
の
僧
に
問
う
も
、
僧
答
う
る
能
わ
ず
と
言
え
る
も
、
亦
た
知
る
べ
し
。
起
雲
の
詩
は
僅
か
に
長
崎
の
民

風
を
言
う
の
み
に
し
て
、
文
も
又
た
甚
だ
晒
な
り
。
尤
西
堂
の
外
国
竹
枝
詞
に
至
り
て
は
、
日
本
は
止
だ
二
首
な
る
の
み
。
然
れ
ど
も

豊
太
閣
の
事
を
述
ぶ
る
は
、
已
に
謬
り
て
言
う
可
か
ら
ず
。
日
本
は
我
と
僅
か
に
衣
帯
の
水
を
隔
つ
る
の
み
。
彼
の
我
が
事
を
述
ぶ

い
つ
き
や
く

る
は
、
屋
に
積
み
て
棟
に
充
つ
れ
ど
も
、
而
る
に
我
の
彼
を
記
載
す
る
所
は
、
第
だ
以
て
一
嘘
に
供
す
る
の
み
。
余
甚
だ
之
を
惜
し
む
。

今
大
使
の
後
に
従
い
て
、
其
の
大
要
を
択
び
、
日
本
志
を
草
し
て
四
十
巻
を
成
す
。
復
た
雑
事
を
挙
げ
て
、
国
勢
、
天
文
、
地
理
、
政

治
、
文
学
、
風
俗
、
服
飾
、
技
芸
、
物
産
を
以
て
次
と
為
し
、
術
し
て
小
注
を
為
し
、
之
を
弗
ぐ
に
詩
を
以
て
す
。
余
文
な
ら
ず
と

雖
も
、
然
れ
ど
も
書
に
考
し
、
士
大
夫
に
徴
し
て
、
誤
れ
ば
則
ち
又
た
改
め
、
故
に
壁
に
需
い
て
描
摩
す
る
の
諏
に
非
ざ
る
な
り
。
第

だ
方
言
に
通
ぜ
ず
、
終
に
多
謬
を
慮
り
て
、
後
来
の
者
の
之
を
訂
正
す
る
を
願
う
の
み
。
此
の
詩
は
日
本
の
書
籍
を
徴
引
す
る
に
、
俯

り
て
其
の
年
号
を
用
い
ざ
る
能
わ
ず
。
日
本
史
は
中
土
に
伝
本
少
な
く
、
惟
だ
近
世
の
李
氏
申
者
の
紀
元
篇
、
林
楽
知
の
四
裔
年
表
は
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の
議
論
は
堅
竪
と
し
て
、

代
史
志

E
 

一
字
と
し
て
依
傍
影
響
す
る
も
の
無
し
」
と
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る

偶
に
誤
り
有
り
と
雖
も
、
尚
お
其
の
世
を
考
う
べ
き
な
り
。
余
は
別
に
中
東
年
表
を
作
り
て
日
本
志
に
附
す
。
詩
中
の
所
有
年
号
世
系

は
、
今
復
た
は
詳
註
せ
ず
。
光
緒
龍
飛
紀
元
五
年
春
三
月
、
遵
憲
自
ず
か
ら
識
す
。

①
山
海
経
已
述
倭
国
事

見
え
る
。

④
影
響

『
明
史
』
巻
九
十
七
「
芸
文
志
」
―
-
「
地
理

風
聞
に
よ
る
不
確
実
な
こ
と
。
清
の
徐
作
粛
「
侯

『
山
海
経
』
巻
十
二
「
海
内
北
経
」
に
「
蓋
国
は
鉗
燕
の
南
、
倭
の
北
に
在
り
。
倭
は
燕
に
属
す
」
と
あ
る
。

『
漢
書
』
地
理
志
に
「
夫
れ
楽
浪
海
中
に
倭
人
有
り
、
分
れ
て
百
余
国
と
為
る
。
歳
時
を
以
て
来
り
て
献
見
す
と
云
う
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

倭
が
中
国
の
正
史
に
登
場
す
る
最
初
で
あ
る
。
漢
以
降
の
正
史
に
お
け
る
日
本
の
記
録
は
、
唐
ま
で
は
倭
人
伝
ま
た
は
倭
国
伝
、
宋
以
降
は
日
本
伝
に

③
壽
海
図
編
所
述
薩
摩
事

『
諦
海
図
編
』
巻
二
下
の
「
日
本
島
夷
入
寇
之
図
」
に
は
、
「
日
本
」
と
い
う
島
の
そ
ば
に
「
薩
摩
州
」
、
「
五

島
」
、
「
対
馬
島
」
な
ど
が
標
注
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
倭
寇
侵
略
の
航
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。

方
域
『
朋
党
論
』
評
」
（
侯
方
域
『
壮
悔
堂
文
集
』
巻
之
七
、
『
続
修
四
庫
全
書
』
別
集
類
所
収
）
に
「
朝
宗
の
家
学
は
最
も
熟
し
最
も
悉
す
。
故
に
両
篇

年
）
、
福
島
邦
道
（
『
新
修
訳
注
日
本
考
』
「
解
説
」
追
考
、
新
典
社
、

⑤
『
明
史
』
芸
文
志

⑥
李
言
恭
『
日
本
考
』

李
言
恭
(
-
五
四
一
i
一
五
九
九
）
、

類
」
に
「
李
言
恭
『
日
本
考
』
五
巻
、
侯
継
高
『
日
本
風
土
記
』
四
巻
」
と
あ
る
。

字
は
惟
寅
、
号
は
青
蓮
居
士
、
又
は
秀
岩
道
人
。
江
蘇
省
肝
胎
の
人
。
万
暦
三
(
-
五
七
五
）
年
に
臨
淮
侯
を
継
ぎ
、
南
京
を
守
備
し
、
後
に
知
太
保

総
督
京
営
戎
政
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
詩
文
を
よ
く
し
、
著
に
『
貝
葉
斎
稿
』
、
『
青
蓮
閣
集
』
な
ど
。
万
暦
刊
本
『
日
本
考
』
五
巻
は
「
総
督
京
営
戎
政
少
保

か
く
け
つ

兼
太
子
少
保
臨
淮
侯
李
言
恭
、
協
理
京
営
戎
政
都
察
院
右
都
御
史
兼
兵
部
右
侍
郎
祁
烹
考
梓
」
と
あ
り
、
双
方
の
官
職
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
万
暦
―
―

十
(
-
五
九
二
）
年
七
月
か
ら
翌
年
十
月
ま
で
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
渡
邊
三
男
（
『
訳
注
日
本
考
』
解
説
、
大
東
出
版
社
、

一
九
四
―
―
―

一
九
八
五
年
）
、
圧
向
栄
（
圧
向
栄
、
厳
大
中
校
注
『
日
本
考
』
所
収
「
関
於
『
B

本
考
』
」
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
や
時
培
昴
（
『
臨
海
東
観
明
清
史
学
中
的
日
本
研
究
与
認
識
』
、
科
学
出
版
社
、
―

-
0
一
七
年
）
ら
の
研
究
に

よ
る
と
、
『
日
本
考
』
と
『
日
本
風
土
記
』
は
一
書
―
一
刻
、
す
な
わ
ち
内
容
や
体
裁
は
同
じ
だ
が
、
著
者
や
版
本
は
異
な
る
と
い
う
。

⑦
侯
継
高
『
日

②
歴
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渓
。
浙
江
省
金
華
の
人
。
明
の
開
国
に
あ
た
り
、
礼
楽
制
度
の
整
備
に
功
績
を
挙
げ
、
ま
た
明
太
祖
の
命
を
受
け
て
『
元
史
』
を
編
纂
し
た
。
著
に
『
宋

学
士
全
集
』
な
ど
。
「
日
東
曲
」
十
首
は
『
羅
山
集
』
巻
四
に
見
え
、
詩
題
は
「
賦
日
東
曲
十
首
」
に
作
り
、
自
注
に
「
問
海
上
僧
、
僧
多
不
能
答
、
時

辛
丑
冬
十
月
也
」
と
あ
り
、
元
の
順
宗
の
至
正
二
十
一

は
虚
な
り
。
悠
は
遠
な
り
」
と
あ
る
。

話
。
『
荘
子
』
天
下
篇
に
、
「
荘
周

本
風
土
記
』

『
H
本
風
土
記
』
な
ど
。
『
日
本
風
土
記
』
は
『
全
浙
兵
制
考
』
三
巻
の
付
録
と
し
て
、
明
の
万
暦
二
十
一

竹
柁
収
『
吾
妻
鏡
』

⑨
謬
悠

荒
唐
無
稽
な

侯
継
高
(
-
五
―
―
―
―
―
了
'
-
六

0
二
）
、
字
は
龍
泉
、
江
蘇
省
肝
胎
の
人
。
浙
江
お
よ
び
広
東
総
兵
官
な
ど
を
歴
任
。
著
は
『
全
浙
兵
制
考
』
、

蔵
の
刊
本
や
抄
本
は
い
ず
れ
も
『
日
本
考
』
と
同
じ
く
五
巻
で
あ
り
、
黄
遵
憲
が
自
注
で
依
拠
し
た
『
明
史
』
芸
文
志
の
四
巻
と
は
異
な
る
。

朱
葬
尊
（
一
六
二
九
ー
一
七

0
九
）
、
字
は
錫
邑
、
号
は
竹
培
。
浙
江
省
秀
水
の
人
。
翰
林
院
検
討
と
し
て
『
明
史
』
の
編
纂
に

参
加
。
著
に
『
曝
書
亭
集
』
、
「
詞
綜
』
、
『
経
義
考
』
な
ど
。
朱
弊
尊
「
跛
吾
妻
鏡
」
（
『
曝
書
亭
集
』
巻
四
十
四
）
に
よ
れ
ば
、
前
に
慶
長
十
（
一
六

0
五）

年
の
序
が
あ
り
、
後
に
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
林
道
春
の
後
序
が
あ
る
と
い
う
。
更
に
「
康
煕
甲
辰
に
是
の
書
を
郭
東
高
氏
の
稽
古
堂
に
概
る
を
獲

て
、
後
る
る
こ
と
四
十
三
年
に
し
て
、
乃
ち
抽
架
に
帰
す
る
も
、
第
六
•
第
七
二
巻
は
失
い
去
る
を
惜
し
む
」
と
あ
り
、
康
煕
三
（
一
六
六
四
）
年
に

『
吾
妻
鏡
』
に
出
会
っ
て
か
ら
、
四
十
三
年
後
の
康
煕
四
十
六
（
一
七

0
七
）
年
に
よ
う
や
く
架
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
第
六
と
第
七
十
二

巻
が
散
侠
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
朱
弊
尊
蔵
本
『
吾
妻
鏡
』
は
後
に
曹
寅
（
一
六
五
八
ー
一
七
―
二
）
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
は
中
国
国
家

図
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
蔵
書
に
は
「
棟
亭
曹
氏
蔵
書
」
印
が
押
さ
れ
、
第
一
巻
の
巻
頭
に
は
「
朱
飾
尊
錫
毘
父
」
印
が
あ
る
と
い
う
（
凋
佐
哲
、
王

暁
秋
「
『
吾
妻
鏡
』
与
「
吾
妻
鏡
補
』
中
日
文
化
交
流
的
歴
史
見
証
」
、
『
文
献
』
一
九
八

0
年
第
一
期
参
照
）
。
な
お
、
翁
広
平
（
一
七
六

0
ー
一
八

四
二
）
は
嘉
慶
十
九
(
-
八
一
四
）
年
、
数
十
種
類
の
日
本
史
書
を
援
用
し
て
『
吾
妻
鏡
補
』
（
別
名
『
日
本
国
志
』
）
三
十
巻
を
完
成
さ
せ
た
が
、
刊
行

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
王
宝
平
編
著
『
吾
妻
鏡
補
中
国
人
に
よ
る
最
初
の
日
本
通
史
』
、
朋
友
書
店
、
一
九
九
七
年
）
。

其
の
風
を
聞
き
て
之
を
悦
び
、
謬
悠
の
説
、
荒
唐
の
言
、
無
端
崖
の
辞
を
以
て
す
」
と
あ
り
、
成
玄
英
の
疏
に
「
謬

⑩
宋
漉
集
有
日
東
曲
十
首

宋
漉
(
-
三
一
〇
ー
一
三
八
一
）
は
元
末
明
初
の
学
者
。
字
は
景
漉
、
号
は
潜

（
一
三
六
一
）
年
辛
丑
、
宋
瀧
五
十
二
歳
の
作
と
分
か
る
。
『
隣
交
徴
書
』
巻
二
所
引
「
賦
日
東

⑧
朱

（
一
五
九
―
―
-
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
内
閣
文
庫
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曲
十
首
」
の
自
注
に
「
辛
酉
冬
十
月
」
に
作
る
が
、
宋
瀧
は
明
太
祖
の
洪
武
十
四
(
-
三
八
一
）
年
辛
酉
五
月
に
左
遷
地
の
菱
州
で
死
去
し
た
た
め
、

誤
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
羅
山
集
』
全
五
巻
は
宋
瀧
の
入
明
以
前
の
詩
四
百
六
十
余
首
を
収
め
て
い
る
が
、
『
宋
学
士
全
集
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
ず
、
抄
本

は
日
本
の
内
閣
文
庫
や
国
立
国
会
図
書
館
に
見
え
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
黄
霊
庚
編
輯
校
点
『
宋
源
全
集
』
全
五
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二

0
一
四

纂
し
た
叢
書
名
。
甲
乙
丙
の
三
集
に
分
か
れ
全
部
で
一
五

0
巻
。
尤
西
堂
の
『
外
国
竹
枝
詞
』
及
び
沙
起
雲
の
『
日
本
雑
詠
』
は
『
昭
代
叢
書
』
甲
集

風
習
を
詠
じ
た
も
の
。

⑫
沙
起
雲
日
本
雑
詠

『
昭
代
叢
書
』
は
清
の
張
潮
（
一
六
五

0
i
一
七

0
九
、
字
は
山
来
、
安
徽
省
猷
県
の
人
）
の
編

沙
起
雲
は
福
建
の
人
、
生
没
年
不
詳
、
清
初
の
屈
大
均
「
送
沙
子
雨
往
安
南
」
（
消
康
煕
刻
凌
鳳

祥
補
修
本
『
翁
山
詩
外
』
巻
三
）
に
「
間
越
の
奇
人
沙
起
雲
、
茫
茫
た
る
浮
海

秋
愛
を
凌
ぐ
。
…
…
琉
球
日
本

一
再
と
し
て
至
り
、
薩
摩
長
ら
く

諸
郎
君
に
揖
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
琉
球
と
日
本
を
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
。
『
日
本
雑
詠
』
は
全
部
で
十
六
首
、
新
年
、
批
龍
、
中
元
、
花
街
な
ど
の

東
の
方
の
海
。
唐
詩
で
は
新
羅
と
日
本
の
両
方
を
言
う
言
葉
と
し
て
多
用
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
日
本
を
指
す
。

中
唐
の
朱
千
乗
「
送
日
本
国
三
蔵
空
海
上
人
朝
宗
我
唐
兼
貢
方
物
而
帰
海
東
詩
」
（
『
全
唐
詩
補
編
』
引
『
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻
）
に
「
去
歳

⑭
尤
西
堂
外
国
竹
枝
詞

海
東
に
赴
く
」
と
あ
る
。
な
お
、
宋
瀧
の
「
賦
日
東
曲
」
自
注
で
は
「
海
上
」
に
作
る
。

一
八
＼
一
．
七

0
四
）
、
字
は
展
成
、
号
は
悔
ザ
奄
、
艮
斎
、
西
堂
老
人
な
ど
。
江
蘇
省
蘇
州
の
人
。
康
煕
十
七
（
一
六
七
八
）
年
博
学
鴻
詞
科
に
及
第
、
翰

林
院
検
討
を
授
け
ら
れ
て
『
明
史
』
の
編
纂
に
参
与
。
著
に
『
西
堂
全
集
』
、
『
西
堂
余
集
』
、
『
鶴
栖
堂
集
』
な
ど
。
『
外
国
竹
枝
詞
』
は
『
明
史
』
外
国

伝
編
纂
の
過
程
で
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
全
部
で
百
首
（
附
士
謡
十
首
）
。
そ
の
中
で
日
本
を
詠
む
詩
は
二
首
、
朝
鮮
は
四
首
、
琉
球
は
二
首
あ
る
。

⑮
豊
太
閣

豊
臣
秀
吉
の
敬
称
。
太
閤
は
太
政
大
臣
の
敬
称
。
秀
吉
は
初
名
、
木
下
藤
吉
郎
、
織
田
信
長
の
後
を
継
い
で
天
下
を
統
一
。
天
正
十
三
（
一

五
八
五
）
年
に
関
白
、
翌
年
太
政
大
臣
と
な
り
、
豊
臣
の
姓
を
賜
っ
た
。
『
外
国
竹
枝
詞
』
日
本
其
一
に
「
日
出
の
天
皇
は
至
尊
と
号
し
、
五
畿
七
道

庸
の
臣
。
空
し
く
歴
代
に
伝
う
吾
妻
鏡
、
大
閣
は
終
に
木
下
の
人
に
帰
す
」
と
あ
り
、
自
注
に
「
隋
の
時
に
書
を
致
し
、

B
の
出
づ
る
処
の
天
子
と
自

称
す
。
国
中
天
皇
を
称
し
て
尊
を
以
て
号
と
為
す
。
五
畿
七
道
、
三
島
、
附
庸
の
国
百
余
有
り
。
吾
妻
鏡
は
本
国
の
君
臣
の
事
蹟
を
紀
す
。
吾
妻
は
島

に
朝
し
、
今
春

⑬
海
東

第
四
峡
巻
―
―
十
六
に
収
録
。

年
六
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑪
昭
代
叢
書

附

尤
個
（
一
六
秦
闊
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あ
る
。

本
志

の
名
な
り
。
木
下
の
人

平
秀
吉
為
り
。
万
暦
中
倭
国
を
纂
奪
し
て
、
自
ら
大
閣
王
と
号
す
」
と
あ
る
。
吾
妻
を
島
の
名
と
し
、
秀
吉
を
倭
国
の
纂
奪

⑯
隔
衣
帯
水

⑳
行
為
小
注
罪
之
以
詩

「
日
本
雑

一
筋
の
帯
の
よ
う
な
狭
い
川
ま
た
は
海
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
狭
い
水
を
隔
て
て
近
接
し
て
い
る

す
く

百
姓
の
父
母
為
り
。
登
に
一
衣
帯
水
も
て
之
を
枢
わ
ざ
る
可
け
ん
や
」
と
あ
る
。

⑰
積
屋
充
棟

満
ち
る
ほ
ど
多
い
さ
ま
。
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
年
六
月
二
十
二
日
戸
部
尚
書
李
汝
華
の
上
策
文
（
明
、
程
升
祐
輯
『
飾
遼
碩
画
』
巻
八
）
に
「
百

官
及
び
軍
士
の
空
名
の
賞
賜
を
備
う
る
は
、
屋
に
積
み
棟
に
充
ち
て
、
其
の
数
を
計
ら
ず
」
と
あ
る
。

陽
文
忠
公
集
』
巻
八
十
五
）
に
「
我
為
に
其
の
端
を
発
す
る
に
非
ざ
る
自
り
は
、
口
を
凍
じ
て
何
に
由
り
て
か
一
暖
を
開
か
ん
」
と
あ
る
。

一
笑
の
意
。
欧
陽
脩
「
雪
」
詩
（
『
欧

日
本
志
と
は
『

H
本
国
志
』
の
こ
と
。
黄
遵
憲
は
一
八
八
一
一
年
三
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
に
転
任
す
る
ま
で
、
『
日
本
国
志
』
の
資
料

収
集
を
済
ま
せ
た
が
、
最
終
的
に
編
纂
作
業
を
完
成
さ
せ
た
の
は
光
緒
十
三
(
-
八
八
七
）
年
、
故
郷
の
梅
州
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
『
日
本
国
志
』
は

四
十
巻
五
十
余
万
字
、
国
統
、
隣
交
、
天
文
、
地
理
、
職
官
、
食
貨
、
兵
志
、
刑
法
、
学
術
、
礼
俗
、
物
産
、
工
芸
等
の
十
二
志
に
分
か
れ
、
明
治
十

年
代
ま
で
の
日
本
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
法
律
、
文
化
、
教
育
、
風
習
、
物
産
等
に
つ
い
て
網
羅
し
た
書
。

事
詩
自
序
」
に
既
出
。
補
注
参
照
。
「
弗
」
は
肉
な
ど
を
突
き
刺
し
て
火
に
あ
ぶ
る
さ
し
ぐ
し
。
韓
愈
「
贈
張
籍
詩
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
四
0

)

に
「
試

み
に
詩
義
を
将
っ
て
授
く
る
に
、
肉
を
以
て
弗
を
貰
く
が
如
し
」
と
あ
る
。

⑫
李
氏
申
者
紀
元
篇

さ
ま
。
『
南
史
』
陳
後
主
紀
に
、
「
我

者
と
し
た
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。

壁
に
向
か
っ
て
推
し
は
か
る
こ
と
。
『
説
文
解
字
』
序
に

「
故
に
正
文
を
詭
更
し
、
壁
に
需
い
て
虚
造
し
、
知
る
可
か
ら
ざ
る
の
書
は
、
変
乱
常
行
に
し
て
、
以
て
世
に
耀
く
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
戦
国
策
』
秦

策
上
に
「
（
蘇
秦
は
）
乃
ち
夜
に
書
を
発
き
、
態
を
陳
ぬ
る
こ
と
数
十
、
太
公
陰
符
の
謀
を
得
。
伏
し
て
之
を
誦
し
、
簡
練
し
て
以
て
拙
摩
を
為
す
」
と

⑪
閤
壁
描
摩

李
兆
洛
（
一
七
六
九
i
一
八
四
一
）
、
字
は
申
者
、
号
は
養
一
、
江
蘇
省
常
州
の
人
。
嘉
慶
十
(
-
八

0
五
）
年
に
進

士
と
な
り
、
鳳
台
（
安
徽
省
淮
南
）
の
知
県
を
経
て
、
江
陰
（
江
蘇
省
無
錫
）
の
盤
陽
書
院
主
講
な
ど
を
務
め
た
。
陽
湖
派
の
代
表
者
と
し
て
、
桐
城

派
と
異
な
り
、
文
章
は
古
文
と
耕
文
の
兼
修
を
唱
え
、
『
絣
体
文
紗
』
を
編
纂
。
地
理
や
今
文
経
学
に
も
通
じ
、
考
証
学
の
論
著
『
李
氏
五
種
』
や
『
養

一
斎
文
集
』
『
養
一
斎
詩
集
』
な
ど
が
あ
る
。
『
紀
元
編
』
は
『
李
氏
五
種
』
に
収
録
さ
れ
、
巻
上
「
紀
元
総
載
」
、
巻
中
「
紀
元
甲
子
表
」
、
巻
下
「
紀
元

⑱
＿
嘘

⑲
草
日

部
屋
中
に
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に
―
つ
も
確
か
な
記
述
が
な
い
。
専
門
の
研
究
書
と
し
て
、
明
末
の

摩
の
事
も
、
ま
た
風
聞
に
よ
る
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
（
『
明
史
』
芸
文
志
に
李
言
恭
『
日
本
考
』
五
巻
と
侯
継
高
『
日
本
風
土
記
』
四
巻
を
載
せ

る
が
、
い
ず
れ
も
世
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は
友
人
か
ら
『
日
本
風
土
記
』
抄
本
を
借
り
て
き
た
が
、
撰
者
を
記
し
て
お
ら
ず
、
侯
継
高
の
著
か

ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
極
め
て
み
す
ぽ
ら
し
い
内
容
で
あ
り
、
読
む
値
打
ち
も
な
い
）
。
唐
人
以
降
は
、
日
本
の
僧
を
送
る
詩
が
と
り
わ
け

多
い
が
、
日
本
の
風
俗
を
詠
む
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
日
本
は
も
と
も
と
歴
史
書
が
あ
る
の
だ
が
、
海
禁
が
厳
し
い
た
め
、
中
国
で
こ

れ
ら
を
著
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
朱
竹
柁
が
『
吾
妻
鏡
』

き
な
か
っ
た
。
士
大
夫
た
ち
は
日
本
ま
で
足
を
伸
ば
さ
な
い
し
、
至
る
も
の
が
い
て
も
、
日
本
の
書
籍
を
読
ま
な
い
の
で
、
で
た
ら
め

が
多
い
の
も
無
理
は
な
い
。
宋
漉
集
に
は
「
日
東
曲
」
十
首
が
あ
り
、
『
昭
代
叢
書
』
に
は
沙
起
雲
の
「
日
本
雑
詠
」
十
六
首
が
あ
る
。

し
か
し
、
宋
源
の
詩
に
自
ら
「
こ
れ
を
日
本
の
僧
に
聞
い
て
も
、
僧
は
答
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
そ
の
こ

F
 

子
の
即
位
を
言
う
。
『
易
経
』
乾
卦
に
「
龍
飛

大
清
光
緒
七
年
・
明
治
十
四
年
(
-
八
八
一
）
に
終
わ
る
。

中
東
年
表

年
号
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

編
韻
」
、
巻
末
「
紀
元
編
韻
補
」
か
ら
成
り
、
巻
上
「
紀
元
総
載
」
附
「
外
国
年
号
」
に
「
日
本
」
条
が
あ
り
、
継
体
か
ら
光
格
ま
で
の
歴
代
天
皇
名
と

⑬
林
楽
知
『
四
裔
年
表
』

一
部
を
手
に
入
れ
た
だ
け
な
の
で
、
詳
し
く
記
す
こ
と
が
で

師
。
『
四
裔
編
年
表
』
四
巻
は
一
八
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
紀
年
と
対
応
の
日
本
、
イ
ン
ド
、
ペ
ル
シ
ア
な
ど
を
配
列
さ
せ
た
詳
細
な
年
表
。

『
日
本
国
志
』
巻
頭
に
つ
け
た
詳
細
な
中
日
対
照
年
表
。
辛
酉
・
周
恵
王
十
七
年
・
神
武
元
年
（
紀
元
前
六
六
0

)

に
始
ま
り
、
辛
巳
・

⑮
光
緒
龍
飛
紀
元
五
年

よ
ろ

天
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利
し
」
と
あ
り
、
張
衡
「
東
京
賦
」
（
『
文
選
』
巻
三
）
に
「
我
が
冊
祖
は

之
を
分
心
り
、
乃
ち
龍
は
白
水
に
飛
び
、
鳳
は
参
墟
に
翔
ぶ
」
と
あ
る
。

『
山
海
経
』
に
す
で
に
倭
国
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
代
の
歴
史
書
は
、
日
本
の
地
理
風
土
に
お
い
て
、
十

「
飾
海
図
編
』
が
あ
る
の
み
だ
が
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
薩

一
八
七
九
年
。
龍
飛
と
は
、
龍
が
飛
ぶ
こ
と
。
転
じ
て
、
天

林
楽
知

(
Y
o
u
n
g
J

o
h
n
 Allen
、

⑭ 

一
八
三
六
＼
一
九

0
七
）
は
清
末
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
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目
的
・
経
緯
・
改
訂
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

G
 

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
沙
起
雲
の
詩
は
僅
か
に
長
崎
の
風
俗
を
述
べ
た
だ
け
で
、
自
注
の
文
章
も
知
識
が
甚
だ
浅
薄
で
あ
る
。
尤
西

堂
の
「
外
国
竹
枝
詞
」
に
至
っ
て
は
、
日
本
に
関
す
る
も
の
は
た
だ
二
首
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
な
の
に
豊
太
閣
の
事
を
述
べ
る
と
こ
ろ

日
本
と
我
が
国
と
は
僅
か
一
衣
帯
水
を
隔
て
る
の
み
で
あ
る
。
日
本
人
が
我
が
国
の
こ
と
を
書
い
た
書
籍
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

多
い
。
し
か
し
、
我
が
国
で
日
本
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
は
、
た
だ
一
笑
に
付
す
る
ほ
ど
の
も
の
ば
か
り
で
、
私
は
こ
の
こ
と
を
と
て

も
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
今
、
何
如
琉
大
使
に
従
っ
て
来
日
し
、
日
本
の
大
要
を
選
ん
で
、
『
日
本
国
志
』
を
草
し
て
四
十
巻
と
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
中
か
ら
雑
事
を
取
り
上
げ
て
、
国
勢
、
天
文
、
地
理
、
政
治
、
文
学
、
風
俗
、
服
飾
、
技
芸
、
物
産
の
順
序
に
従
っ
て
、

こ
れ
を
敷
術
し
て
自
注
を
加
え
、
詩
に
よ
っ
て
繋
い
で
い
っ
た
。
私
は
文
章
が
下
手
だ
が
、
書
籍
を
調
べ
た
り
、
日
本
の
知
識
人
に
聞

い
た
り
し
て
、
誤
ま
り
が
あ
れ
ば
改
め
た
の
で
、
壁
に
向
か
っ
て
推
測
す
る
よ
う
な
話
で
は
な
い
。
た
だ
日
本
語
に
通
じ
な
い
の
で
、

結
局
誤
り
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
、
後
世
の
訂
正
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
『
日
本
雑
事
詩
』
で
日
本
の
書
籍
を
引
用
す
る
時
、
日
本
の
年
号
を
そ
の
ま
ま
用
い
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国
で
は
日
本
史
に
関

す
る
伝
本
が
少
な
く
、
た
だ
近
頃
李
申
者
の
『
紀
元
篇
』
と
林
楽
知
の
『
四
裔
年
表
』
な
ど
は
、
た
ま
に
は
誤
り
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
年
代
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
別
に
「
中
東
年
表
」
を
作
っ
て
『
日
本
国
志
』
の
巻
頭
に
置
い
て
い
る
。
雑
事
詩
の
中
で

用
い
ら
れ
た
す
べ
て
の
年
号
や
世
系
は
、
今
は
繰
り
返
し
注
記
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
光
緒
龍
飛
紀
元
五

黄
遵
憲
自
ら
識
す
。

（
一
八
七
九
）
年
春
三
月
、

黄
遵
憲
は
光
緒
十
六
(
-
八
九
0

)

年
七
月
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
使
館
に
お
い
て
、
『
日
本
雑
事
詩
』
定
本
の
自
序
で
雑
事
詩
執
筆
の

を
見
る
と
、
す
で
に
間
違
い
で
話
に
な
ら
な
い
。
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余
於
丁
丑
之
冬
、
奉
使
随
様
。
既
居
東
二
年
、
梢
輿
其
士
大
夫
遊
、
読
其
書
、
習
其
事
、
擬
草
日
本
国
志
一
書
、
網
羅
旧
聞
、
参
考

新
政
、
輔
取
其
雑
事
、
術
為
小
注
、
弗
之
以
詩
、
即
今
所
行
雑
事
詩
是
也
。

時
値
明
治
維
新
之
始
、
百
度
草
創
、
規
模
尚
未
大
定
。
論
者
或
謂
日
本
外
強
中
乾
、
張
脈
債
興
、
如
鄭
之
馳
。
又
或
謂
以
小
生
巨
、

遂
覇
天
下
、
如
宋
之
髄
、
紛
転
無
定
論
。
余
所
交
多
旧
学
家
、
微
言
刺
護
、
杏
嵯
太
息
、
充
溢
於
吾
耳
。
雖
自
守
居
国
不
非
大
夫
之
義
、

而
新
旧
同
異
之
見
、
時
露
於
詩
中
。
及
閲
歴
日
深
、
聞
見
日
拓
、
頗
悉
窮
変
通
久
之
理
、
乃
信
其
改
従
西
法
、
革
故
取
新
、
卓
然
能
自

樹
立
、
故
所
作
日
本
国
志
序
論
、
往
往
典
詩
意
相
乖
背
。
久
而
滸
美
洲
、
見
欧
人
、
其
政
治
学
術
、
覚
典
日
本
無
大
異
。
今
年
日
本
已

開
議
院
突
、
進
歩
之
速
、
為
古
今
万
国
所
未
有
。
時
輿
彼
国
弯
官
碩
学
、
言
及
東
事
、
輻
敏
手
推
服
無
異
辞
。
使
事
多
暇
、
偶
翻
旧
編
、

頗
悔
少
作
、
点
窟
増
損
、
時
有
改
正
、
共
得
詩
数
十
首
、
其
不
及
改
者
、
亦
姑
伯
之
。

嵯
夫
、
中
国
士
夫
、
聞
見
狭
晒
、
於
外
事
向
不
措
意
。
今
既
聞
之
突
、
既
見
之
突
、
猶
復
縁
飾
古
義
、
足
己
自
封
、
且
疑
且
信
、
逮

窮
年
累
月
、
深
稽
博
考
、
然
後
乃
暁
然
於
是
非
得
失
之
宜
、
長
短
取
捨
之
要
、
余
滋
愧
突
。
況
於
鼓
掌
談
濠
、
虚
無
繰
紺
、
望
之
如
海

上
三
山
、
可
望
而
不
可
即
者
乎
。
又
況
於
排
斥
談
天
、
祗
為
不
経
、
屏
諸
六
合
之
外
、
謂
当
存
而
不
論
、
論
而
不
議
者
乎
。
硯
国
登
易

言
耶
。
稿
既
編
定
、
附
識
数
語
、
以
志
吾
過
。

光
緒
十
六
年
七
月
、
黄
遵
憲
自
序
於
英
倫
使
館
。

（
以
上
、
劉

（
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C

（
課
題
番
号
2
2
K
0
0
3
6
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）

（
は
や
し
か
な
・
京
都
府
立
大
学
教
授
）

（
り
ゅ
う
う
ち
ん
・
南
開
大
学
教
授
）

雨
珍
）
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